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柏崎市第７期障がい福祉計画・第３期障がい児福祉計画の目標管理シート 

令和６（2024）～令和８（2026）年度 

柏崎市福祉保健部福祉課    

重点目標 （１）福祉施設入所者の地域生活への移行 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

①施設入所者の地域生活への移行 

国の指針 
令和８（2026）年度末時点で、令和４（2022）年度末の施設入所者数の６％

以上が地域生活へ移行することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

施設入所の利用ニーズが高いことから、令和５（2023）年 3 月末の施設入所

者（109 人）の 2％に当たる 2 人を地域生活に移行するものと設定します。 

 

成果目標① 令和８（2026）年度目標（３年間の累計） 

施設入所者の地域生活への移行 ２人 

※移行先の例：グループホーム、福祉ホーム、在宅、介護保険の認知症対応型共同生活介護 

【目標値に対する実績/Ｒ８.３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度：２人 

 

 

②施設入所者の削減 

国の指針 
令和８（2026）年度末時点で、令和４（2022）年度末の施設入所者数を５％

以上削減することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

令和２（2020）年４月から令和 ５（2023）年３月までの 3 年間に 3 人削減さ

れました。施設入所の希望者が多く、ニーズが高いことから、令和８（2026）年

度末の施設入所者数は令和４（2022）年度末と同数である 109 人を設定します。 

 

成果目標② 令和８（2026）年度目標（最終年後末） 

施設入所者の削減 施設入所者数 １０９人 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８.３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度：１０７人 

 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 合計 

１人 ０人（累計１人） －人 ０人 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

１０３人 ９８人 －人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】 【評価等に対する意見】 【次年度における取組等】 

Ｒ６年度 

【達成状況】 

成果目標①：５０％ 成果目標②：１０６％ 

【今後の課題、方向性） 

施設入所の利用ニーズが高いことや、施設入所者の

高齢化や重度化により、地域移行は難しい状況にある

が、地域移行を希望する人のニーズに対応できる体制

を引き続き整える必要がある。 

【施設入所者の参考資料】 

平均年齢：５３．７歳、平均障害支援区分：５．６（最

大値６）、重度障害者支援加算の対象者：６６．９％ 

なし 

（R7.8.18 開催） 

第７期障がい福祉計画

では、柏崎刈羽地域障害者

自立支援協議会の取組と

連携し、引き続き地域移行

についての検討・取組を行

う。 

Ｒ７年度 

【達成状況】 

成果目標①：５０％ 成果目標②：１１１％ 

【今後の課題、方向性） 

施設入所の利用ニーズが高いことや、施設入所者の

高齢化や重度化により、地域移行は難しい状況にある

が、地域移行を希望する人のニーズに対応できる体制

を引き続き整える必要がある。 

【施設入所者の参考資料】 

平均年齢：５３.９歳、平均障害支援区分：５．６（最

大値６）、重度障害者支援加算の対象者：６９．４％ 

 柏崎刈羽地域障害者自立

支援協議会の取組と連携

し、引き続き地域移行につ

いての検討・取組を行う。 

Ｒ８年度    

最終評価    

主な 

活動指標 

○活動指標等の一覧：資料４のとおり  

○関係するサービス：生活介護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援、短期入所、 

           共同生活援助、地域相談支援、施設入所支援 

 
 

資料３ 
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重点目標 （２）地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

①  地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

国の 

指針 

令和８（2026）年度末までの間、各市町村において地域生活支援拠点等を整備（複数
市町村による共同整備も可能）するとともに、その機能の充実のため、コーディネータ
ーを配置するなどにより効果的な支援体制の構築を進め、年１回以上、支援の実績等を
踏まえ運用状況を検証および検討することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

地域生活支援拠点等については、地域全体で支える面的整備により「緊急時の受入れ
対応」「24 時間の相談体制」機能から開始しました。柏崎刈羽地域障害者自立支援協議
会において、年１回以上の検証及び機能充実についての検討の場を設定します。 

 

成果目標③ 令和８（2026）年度目標 

地域生活支援拠点等の確保 地域生活支援拠点等の登録事業所数の増加 

成果目標④ 令和８（2026）年度目標 

地域生活支援拠点等の年１回以上の検証及
び検討の実施 

年１回以上の運用状況の検証を踏まえ、機
能充実に向けての検討を年３回以上実施 

【目標値に対する実績/Ｒ８.３月末時点】 

 

② 強度行動障害を有する者への支援体制の充実について 

国の 
指針 

令和８（2026）年度末までに強度行動障がいを有する者に関して、各市町村又は圏域
において、支援ニーズを把握し、支援体制の整備を進めることを基本とする。 

 

市の 
考え方 

強度行動障がいを有する者に関して、その状況や支援ニーズを把握し、支援体制整備
を進めます。 

 

成果目標⑤ 令和８（2026）年度目標 

強度行動障がいを有する者の支援体制の強化 
強度行動障がいを有する者の状況把握及び支

援体制整備の推進 

【目標値に対する実績/Ｒ８.３月末時点】 
 

Ｒ６年度 

■１０法人２６事業所が登録（前年度と同数） 
■地域づくり部会を８回実施し、運用状況の検証及び機能充実に向けての検討等を行った。 

Ｒ７年度 

■１０法人２６事業所が登録 ※事業所再編により２事業所が廃止、２事業所が新規追加 

■地域づくり部会を７回実施し、運用状況の検証及び機能充実に向けての検討等を行った。 

Ｒ８年度 

－ 

Ｒ６年度 

強度行動障害の実数把握及び実態調査を実施し、実数や実態を確認することができた。ま
た、支援体制整備の推進を図ることができた。 

Ｒ７年度 

 強度行動障害支援者養成研修の受講者１８人分の研修受講費用の一部補助を２法人に交付し
た。また、強度行動障害者の支援に関し、パーテーション等の購入費用の補助金を５法人に交
付した。 

Ｒ８年度 

－ 

 
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】 
【評価等に対する

意見】 

【次年度における取組

等】 

Ｒ６年度 

①地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

地域生活支援拠点等の評価検証、「緊急受入」を行う事由等

の共有、運用状況の検証及び機能充実に向けての検討等を行っ

た。 

【今後の課題、方向性】 

・引き続き、地域生活支援拠点の登録事業所数の増加を図る。 

・評価検証を継続し、緊急時等の利用が可能となるよう進めて

いく。 

②強度行動障害を有する者への支援体制の充実 

  強度行動障害の実数把握及び実態調査を実施し、実数や実態

を確認することができた。 

【今後の課題、方向性】 

・強度行動障害のある人への支援を充実していくため、人材育

成やスキルアップを図っていく。 

・強度行動障害研修受講費及び環境整備費用の補助金を予算計

上し、令和７（2025）年度予算に反映することができた。 

なし 
（R7.8.18 開催） 

第７期障がい福祉計画
では、柏崎刈羽地域障害
者自立支援協議会の取組
と連携し、引き続き地域
生活支援拠点等の機能の
充実についての検討・取
組を行う。 
 

Ｒ７年度 

①地域生活支援拠点等が有する機能の充実 

地域生活支援拠点等の評価検証、「緊急受入」を行う

事由等の共有、運用状況の検証及び機能充実に向けての

検討等を行った。 

【今後の課題、方向性】 

・引き続き、地域生活支援拠点の登録事業所数の増加を

図る。 

・評価検証を継続し、緊急時等の利用が可能となるよう

進めていく。 

②強度行動障害を有する者への支援体制の充実 

研修受講費用の補助により専門知識を持つ人材育成を

進めるとともに、パーテーション等による環境調整を行

い、利用者の安定した生活を支える基盤の強化を図った。

支援の質の向上と障害特性に配慮した支援体制の拡充を

図ることができた。 

【今後の課題、方向性】 

強度行動障害を有する方への支援体制の整備について

は、部会から切り離し、福祉課で取組の検討を進めるこ

とについて自立支援協議会で合意を得た。R8 年度には、

強度行動障害を有する方への支援に関する支援者間のネ

ットワーク構築のためのサービス管理責任者連絡会の開

催や、県の専門アドバイザー派遣事業の活用を検討する。 

 柏崎刈羽地域障害者自立

支援協議会の取組と連携し、

引き続き地域生活支援拠点

等の機能の充実についての

検討・取組を行う。 

Ｒ８年度 

   

最終評価 

   

主な 

活動指標 
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重点目標 （３）福祉施設から一般就労への移行など 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

①福祉施設から一般就労への移行（②、③、④の合計） 

国の指針 

・就労移行支援事業等の利用を経て一般就労に移行する者の数を令和８（2026）

年度中に令和３（2021）年度実績の 1.28 倍以上とすることを基本とする。 

・ 就労移行支援事業所のうち、就労移行支援事業利用終了者に占める一般就労へ

移行した者の割合が５割以上の事業所を５割以上とすることを基本とする。 

 

市の 

考え方 

令和３（2021）年度における福祉施設から一般就労への移行者は、６人でした。

市内事業所への調査から令和８（2026）年度における移行者を令和３（2021）年度

の 2.5 倍に当たる 15 人以上で設定します。 

 

成果目標⑥ 令和８（2026）年度目標（単年） 

福祉施設から一般就労への移行者 １５ 人以上（ ２．５倍） 

※目標値は、②、③、④の合計（単年）  

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

≪参考≫■②・③・④の合計は１３人だが、日中一時支援等のサービスから就労につながった人が

２人おり、福祉施設から一般就労へ移行した人の合計は１５人であった。 

■Ｒ５年度：１０人 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

５人 １５人（②+③+④の合計は１３人） －人 

②「就労移行支援事業」を通じた一般就労への移行者 

国の指針 

就労移行支援事業を通じて、令和８（2026）年度中に一般就労に移行する者を令和３

（2021）年度の移行実績の 1.31 倍以上とすることを基本とする。 

 

市の 

考え方 

令和３（2021）年度における就労移行支援事業を通じて一般就労への移行者は、６人

でした。市内事業所への調査から令和８（2026）年度における移行者を令和３（2021）

年度の 1.5 倍に当たる 9 人以上で設定します。 

 

成果目標⑦ 令和８（2026）年度目標（単年） 

就労移行支援事業を通じた 

一般就労への移行者 
９人以上（１．５倍） 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度：４人     

 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

４人 ８人 －人 

 

③「就労継続支援Ａ型事業」を通じた一般就労への移行者 

国の指針 
就労継続支援Ａ型事業を通じて、令和８（2026）年度中に一般就労に移行する者

を令和３（2021）年度の移行実績の 1.29 倍以上とすることを目指す。 

 

市の 

考え方 

令和３（2021）年度における就労継続支援Ａ型事業を通じて一般就労への移行者

は、０人でした。市内事業所への調査から令和８（2026）年度における移行者を 2 

人以上で設定します。 

 

成果目標⑧ 令和８（2026）年度目標（単年） 

就労継続支援Ａ型事業を通じた 

一般就労への移行者 
２人以上 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度： １人 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

０人 ０人 －人 

 

④「就労継続支援Ｂ型事業」を通じた一般就労への移行者 

国の指針 
就労継続支援Ｂ型事業を通じて、令和８（2026）年度中に一般就労に移行する者を令

和３（2021）年度の移行実績の 1.28 倍以上とすることを基本とする。 

 

市の 

考え方 

令和３（2021）年度における就労継続支援Ｂ型事業を通じて一般就労への移行者は、

１人でした。市内事業所への調査から令和８（2026）年度における移行者を令和３（2021）

年度の 4 倍に当たる 4 人以上で設定します。 

 

成果目標⑨ 令和８（2026）年度目標（単年） 

就労継続支援Ｂ型事業を通じた 

一般就労への移行者 
４人以上 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

 

 

 

≪参考≫Ｒ５年度： ４人 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

１人     ５人 －人 
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計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

⑤就労定着支援事業の利用者数 

国の指針 
就労定着支援事業の利用者数は、令和８（2026）年度末の利用者数を令和３（2021）

年度末実績の 1.41 倍以上とすることを基本とする。 

 

市の 

考え方 

令和３（2021）年度における就労定着支援の利用実績は５人でした。市内事業所

への調査から、令和８（2026）年度における移行者を令和３（2021）年度の 1.6 倍

に当たる８人以上で設定します。 

 

成果目標⑩ 令和８（2026）年度目標（単年） 

就労定着支援事業の利用者数 ８人以上（１．６倍） 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度：１１人  

 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

１２人 １２人  －人 

⑥就労定着支援事業利用による職場定着率 

国の指針 

就労定着率については、令和８年度の就労定着支援事業の利用終了後の一定期間にお

ける就労定着率が７割以上となる就労定着支援事業所の割合を２割５分以上とすること

を基本とする。また、都道府県等が地域の就労支援のネットワークを強化し、雇用、福

祉等の関係機関が連携した支援体制の構築を推進するため、協議会（就労支援部会）等

を設けて取組を進めることを基本とする。 

 

市の 

考え方 
就労定着支援事業を行っている全ての事業所が、就労定着率が８割以上と設定します。 

 

成果目標⑪ 令和８（2026）年度目標（単年） 

就労定着支援事業所のうち、 

就労定着率が８割以上の事業所の割合 
１０割 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

≪参考≫Ｒ５年度：１００％ 

Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 

６７％ １００％ －％ 

 

主な 

活動指

標 

○活動指標等の一覧：資料４のとおり  

○関係するサービス：就労移行支援、就労継続支援、生活介護、自立訓練 

  

 
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】 【評価等に対する意見】 【次年度における取組等】 

Ｒ６年度 

【達成状況】 

成果目標⑥：３３％、成果目標⑦：４４％、成果目標⑧：０％、成果目標⑨：２５％、成果目標⑩：１５０％、成果目標⑪：６７％ 

【今後の課題、方向性】 

・一般就労を希望する人が就労につながることができるよう、職場見学や実習の機会を拡充する必要がある。 

・技能や職業マナーの習得などの訓練効果を高めるだけでなく、セミナー等で企業とつながる機会を積極的に設け、参加企業への障がい者雇用に対する理解促進・意識啓発を継続していくことが求められ

る。 

・柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会で、職場見学・実習機会の拡充や工賃向上等の課題解決を実現するため、関係機関と連携を取りながら、効果的な取組を実施していく。 

なし 

（R7.8.18 開催） 

第７期障がい福祉計画では、柏

崎刈羽地域障害者自立支援協議会

の取組と連携し、引き続き障がい

者の一般就労についての検討・取

組を行う。 

Ｒ７年度 

【達成状況】 

成果目標⑥：１００ 成果目標⑦：８９％ 成果目標⑧：０％ 成果目標⑨：１２５％ 成果目標⑩：１５０％ 成果目標⑪：１００％ 

【今後の課題、方向性】 

・一般就労を希望する人が就労につながることができるよう、企業や福祉事業所、障がい者活躍推進アドバイザーとの連携を深め、職場見学や実習の機会を拡充する

必要がある。 

・個々の技能習得や職業マナーの向上にとどまらず、セミナー等の開催を通じて企業と直接つながる機会を創出し、参加企業における障がい者雇用への理解促進・意

識啓発を継続的に図ることが重要である。 

・柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会で、職場見学・実習機会の拡充や工賃向上等の課題解決を実現するため、関係機関と連携を取りながら、効果的な取組を実施し

ていく。 

 柏崎刈羽地域障害者自立支

援協議会の取組と連携し、

引き続き障がい者の一般就

労についての検討・取組を

行う。 

Ｒ８年度    

最終評価    
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重点目標 （４）障がい児支援の提供体制の整備等 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

①障がい児支援の提供体制（Ⅰ） 

国の指針 

児童発達支援センターを中核とした重層的な地域支援体制の構築を目指すため、

令和８（2026）年度末までに、児童発達支援センターを各市町村又は各圏域に少なく

とも１か所以上設置することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

障がい児が必要な支援を受けることができるよう、現状機能の充実・拡大につい

ての検討及び１か所整備に向けて課題整理並びに検討を継続していくこととし設定

します。 

 

成果目標⑫ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

児童発達支援センターの設置 児童発達支援センターを１か所整備 

 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 
 

Ｒ６年度 

未設置。児童発達支援センター設置は、求められる機能・役割や県内の設置状況を確認しながら

継続して協議を行う。柏崎市早期療育事業元気館（子どもの発達支援課）が求められる役割を担い、

発達支援に関する入口としての相談及び児童の個々の特性に応じた効果的な支援を行っている。 

Ｒ７年度 

設備上の課題（調理室等）により未設置であるが、柏崎市早期療育事業元気館（子どもの発達支

援課→機構変更により保育課療育係）が求められる役割を担い、発達支援に関する相談及び個々の

特性に応じた効果的な支援を行っている。 

Ｒ８年度 

 

②障がい児支援の提供体制（Ⅱ） 

国の指針 

障がい児の地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進するため、各市町

村又は各圏域に設置された児童発達支援センターや地域の障がい児通所支援事業所

等を活用しながら、令和８（2026）年度末までに、全ての市町村において、障がい児

の地域社会への参加・包容（インクルージョン）を推進する体制を構築することを基

本とする。 

 

市の 

考え方 

障がい児が必要な支援を受けることができるよう、保育所等訪問支援を利用で

きる体制を１か所以上と設定します。 

 

成果目標⑬ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

保育所等訪問支援の提供体制 保育所等訪問支援を１か所以上整備 

 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６年度 

１か所実施済み（柏崎市早期療育事業元気館） 

Ｒ７年度 

１か所実施済み（柏崎市早期療育事業元気館） 

Ｒ８年度 
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計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

③ 障がい児支援の提供体制（Ⅲ） 

国の指針 

令和８（2026）年度末までに、主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所

及び放課後等デイサービス事業所を各市町村又は圏域に少なくとも１か所以上確保

することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援及び放課後等デイサービスを２か所

以上と設定しました。 

 

成果目標⑭ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援

及び放課後等デイサービスの確保 

主に重症心身障がい児を支援する児童発達支援及び放課

後等デイサービスをそれぞれ２か所以上確保 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 
 

Ｒ６年度 

児童発達支援２か所、放課後等デイサービス２か所が事業を実施している。 

Ｒ７年度 

児童発達支援１か所、放課後等デイサービス１か所が事業を実施している。この他、医療的ケア

児の受入れを行っている児童発達支援及び放課後等デイサービス事業所が１か所ある。 

Ｒ８年度 

－ 

④医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場の設置 

国の指針 

令和８（2026）年度末までに、各都道府県は医療的ケア児支援センターを設置し、

医療的ケア児の支援を総合調整するコーディネーターを配置すること、各都道府

県、各圏域又は各市町村において、保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関係

機関等が連携を図るための協議の場を設けるとともに、各市町村において医療的ケ

ア児等に関するコーディネーターを配置することを基本とする。 

 

市の 

考え方 

医療的ケア児等に関する体制整備の協議を行うとともに、コーディネーターの

配置を設定しました。 

 

成果目標⑮ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

医療的ケア児等に関する 

コーディネーターの配置 

医療的ケア児等に関する支援体制の整備 

及びコーディネーター1 人配置 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 
 

Ｒ６年度 

コーディネーターの配置は未設置であるが、配置に向けて、実際の事例を通じて役割、連携方法

等を確認し、保護者ニーズを満たすための方策・代替策等の検討を行った。 

Ｒ７年度 

 就学前の支援体制に係る行政内の役割を明確化した。コーディネーターは令和８（２０２６）年

度に福祉課に配置予定である。 

Ｒ８年度 

－ 

 主な 

活動指

標 

○活動指標等の一覧：資料４のとおり  

○関係するサービス：児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問支援 

 

 
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

【目標等を踏まえた評価、改善方策（案）】 【評価等に対する意見】 【次年度における取組等】 

Ｒ６年度 

【達成状況】 

成果目標⑫：－ 成果目標⑬：１００％ 成果目標⑭：１００％ 成果目標⑮：－ 

【今後の課題、方向性】 

・児童発達支援センターの設置は、求められる機能・役割や県内の設置状況を確認しながら協議していく。また、障がい児が必要な支援を受けることができるよう、現状の機能の充実や拡大についての

検討を継続していく。 

・保育所等訪問支援を利用できる体制を継続して確保していく。 

・重症心身障がい児が児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用できる体制を継続して確保していく。 

・市内の医療的ケア児の人数が４人であることを共有した。引き続き医療的ケア児の支援に向けた情報共有、課題抽出を行い、コーディネーターの配置も含めた支援体制の整備を図っていく。 

なし 

（R7.8.18 開催） 

第３期障がい児福祉計画では、

柏崎刈羽地域障害者自立支援協議

会の取組と連携し、引き続き障が

い児支援体制の整備についての検

討・取組を行う。 

Ｒ７年度 

【達成状況】 成果目標⑫：－ 成果目標⑬：１００％ 成果目標⑭：５０％ 成果目標⑮：－ 

【今後の課題、方向性】 

・児童発達支援センターは設備上の課題（給食設備等）により未設置であるが、柏崎市早期療育事業元気館が求められる役割を担い、発達支援に関する相談及び個々の特性に応じ

た効果的な支援を行っていく。また、障がい児が必要な支援を受けることができるよう、現状の機能の充実や拡大についての検討を継続していく。 

・保育所等訪問支援を利用できる体制を継続して確保していく。 

・重症心身障がい児が児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用できる体制を継続して確保していく。 

・市内の医療的ケア児の人数が４人であることを共有した。引き続き医療的ケア児の支援に向けた情報共有、課題把握を行い、コーディネーターの配置も含めた支援体制の整備を

図っていく。コーディネーターの配置については、令和８（2026）年度に開催される養成研修を受講し、福祉課内に配置予定である。 

 柏崎刈羽地域障害者自立支援

協議会の取組と連携し、引き続

き障がい児支援体制の整備に

ついての検討・取組を行う。 

Ｒ８年度    

最終評価    
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重点目標 （５）相談支援体制の充実・強化など 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

①相談支援体制の充実・強化など 

国の指針 

・令和８（2026）年度末までに各市町村において、総合的な相談支援、

地域の相談支援体制の強化及び関係機関等の連携の緊密化を通じた 

地域づくりの役割を担う基幹相談支援センターを設置（複数市町村 

による共同設置可）するとともに、基幹相談支援センターが地域の相 

談支援体制の強化を図る体制を確保する。 

・協議会において、個別事例の検討を通じた地域サービス基盤の開発・ 

改善を行うとともに、これからの取組を行うために必要な協議会の体 

制を確保する。 

 

市の 

考え方 

障がいのある人が自らの意思で暮らし方を決定するための多様なニ

ーズに対応できるよう（基幹相談支援センターの有無によらず） 総合 

的・専門的機能を高め、相談支援体制の強化・充実を図ります。 

 

成果目標⑯ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

相談支援体制の充実・強化など 

相談支援体制及び連携の強化、人材育

成等をはじめとした総合的な底上げの

取組の実施 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 

 

 

 

 

 

 

Ｒ６年度 

柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会に相談支援部会を立ち上げ、相談支援体制の現

状や課題の共有、相談支援の充実強化に関する具体策の検討を行った。 

Ｒ７年度 

相談支援体制の充実・強化を図る取組として、福祉課直営で令和８（2026）年４月

１日から基幹相談支援センターを設置することとし、必要な準備を行った。 

Ｒ８年度 

－ 

  
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

 
【目標等を踏まえた評価、改善方策(案）】 

【評価等に対する

意見】 
【次年度における取組等】 

 

Ｒ６年度 

相談支援部会において、相談支援体制の現状や課題の共有、相

談支援の充実強化に関する具体策の検討を行うことができた。 

【今後の課題、方向性】 

障がい福祉サービス利用者の増加に伴い、相談支援専門員が担

当する受持ちケース数が多くなっていることから、相談支援業務

に追われることで、アセスメントが不十分となってしまうこと

や、困難ケースの整理を行う時間が取れないといった課題があ

る。このため、新規の開設事業所等との連携により、適正な受持

ち件数となるよう調整し、質の高い相談支援を実施していく必要

がある。 

また、相談支援連絡会を活用して研修や意見交換等を行い、相

談支援専門員の人材育成の取組を継続して実施していく。 

なし 

（R7.8.18 開催） 

第７期障がい福祉計画では、柏

崎刈羽地域障害者自立支援協議会

の取組と連携し、引き続き相談支

援体制の充実・強化についての検

討・取組を行う。 

 

Ｒ７年度 

相談支援体制の充実・強化を図る取組として、福
祉課直営で令和８（2026）年４月１日から基幹相談
支援センターを設置することとし、必要な準備を行
った。 
【今後の課題、方向性】 

障害福祉サービスの利用者が増加している状況の

中で相談支援専門員の数が不足しており、担当ケー

スが過多となり、相談支援専門員の業務が逼迫して

いる。基幹相談支援センターは、市民への直接的な

窓口ではなく、地域の相談支援事業所や相談支援専

門員を支援する「支援者支援」を目的とした後方支

援の取組を実施していく。 

【設置目的】 

 相談支援体制の充実・強化を図り、①個別支援

（ケースワーク、ケアマネジメント）の質向上、②

ソーシャルワーク（社会システムや地域づくり）の

実践力強化を図る。 

【主な機能】 

①相談支援事業者への助言（スーパーバイズ）とバ

ックアップ、②人材育成、地域資源づくり（ソーシ

ャルワーク）、③自立支援協議会の企画・運営、④

相談支援事業の円滑化のための環境整備 など 

 柏崎刈羽地域障害者自立支

援協議会の取組と連携し、

引き続き相談支援体制の充

実・強化についての検討・取

組を行う。 

Ｒ８年度    

最終評価    

主な 

活動指標 

○活動指標等の一覧：資料４のとおり  

○関係するサービス：計画相談支援・地域相談支援 
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重点目標 （６）障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組に係る体制の構築 

 

計
画
协
Ｐ
卐 

→
 

実
施
协
Ｄ
卐 

目標値 

① 障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組に係る体制の構築 

国の指針 
令和８（2026）年度末までに、都道府県及び市町村において、サービス

の質向上を図るための取組みに係る体制を構築する。 

 

市の 

考え方 

障害者総合支援法及び児童福祉法の具体的内容の理解を促進する観点か

ら、県や市が実施する研修への積極的な参加を呼びかけます。また、障害

者自立支援審査支払等システムによる審査結果を共有することにより、市

及び事業所の事務負担を軽減し、障がい福祉サービス提供体制の強化及び

質の向上を図ります。 

 

成果目標⑰ 令和８（2026）年度目標（最終年度） 

障がい福祉サービス等の質の向上を

図るための取組 

市職員の障がい福祉サービス等に係る各種

研修への参加及び障害者自立支援審査支払等

システムによる審査結果の共有などにより、

事務負担の軽減及び障がい福祉サービス等の

質の向上を図るための体制構築 

 

【目標値に対する実績/Ｒ８．３月末時点】 
 

Ｒ６年度 

・県主催の障害福祉事務担当者会議へ職員３人が出席した。 

・審査支払システム委託先が主催する研修会を、職員５人が延べ１５回受講した。 

・毎月の報酬支払等の一連の作業において、加算等の算定方法、考え方等を事業所へ

伝え、審査における注意点等を共有した。 

Ｒ７年度 

・県主催の障害福祉事務担当者会議に職員３人が出席した。 

・審査支払システム委託先が主催する研修会（全８回）に、職員延べ１５人が受講し

た。 

・毎月の報酬支払等の一連の作業において、加算等の算定方法、考え方等を事業所へ

伝え、審査における注意点等を共有した。 

Ｒ８年度 

－ 

  
評価（Ｃ） 

障害者福祉推進 

会議意見 
改善（Ａ） 

 【目標等を踏まえた評価、改善方策(案）】 【評価等に対する意見】 【次年度における取組等】

 

Ｒ６年度 

県主催の障害福祉事務担当者会議への出席や、審

査支払システム委託先が主催する研修会（障害福祉

制度、障害福祉サービス等）を受講したことにより、

障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組

を行った。 

【今後の課題、方向性】 

障がい福祉サービスの体系や報酬区分は細かく多

岐に渡るため、知識習得及び業務経験が重要である

ことから、引き続き県や審査支払システム委託先が

実施する研修への積極的な参加に努め、制度理解と

適切な審査事務の実施につなげていく必要がある。

また、分析した審査結果を事業所の請求担当者全体

に共有し、事務負担の軽減や障がい福祉サービス提

供の質の向上を図っていく。 

なし 

（ R7.8.18 開

催） 

研修の受講や、審査

支払システムによる審

査結果の分析結果を共

有することにより、事

務負担の軽減及び障が

い福祉サービス提供の

質の向上を図ってい

く。 

 

Ｒ７年度 

県主催の障害福祉事務担当者会議への出席や、審

査支払システム委託先が主催する研修会（障害福祉

制度、障害福祉サービス等）を積極的に受講し、障

がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組

を行った。 

【今後の課題、方向性】 

障がい福祉サービスの報酬体系は極めて専門的

かつ複雑であるため、引き続き研修等を通じた実務

スキルの向上に注力し、正確かつ迅速な審査事務の

遂行を目指す。また、分析した審査結果を事業所の

請求担当者全体に共有し、請求事務の適正化を支援

することで、事務負担の軽減や障がい福祉サービス

提供の質の向上を図っていく。 

 研修の受講や、審査支

払システムによる審査

結果の分析結果を事業

所に共有することによ

り、事務負担の軽減及

び障がい福祉サービス

提供の質の向上を図っ

ていく。 

Ｒ８年度    

 主な活

動指標 

  

最終評価 

   

 


